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日本共産党札幌市議団の活動と見解を紹介します。

2011年８・９月号外
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入
を

日本共産党
札幌市議団

第２回定例市議会報告

　札幌市議会第２回定例会

（６月９日から30日）が開

かれました。市長、市議選

挙後初の本格的な議会で

す。代表質問や議案審査特

別委員会で、日本共産党市

議団は市民要求をとりあ

げ、一つひとつ実現を迫り、

暮らしと安全を守るために

奮闘しました。

　日本共産党は６月13日、志位和夫委員長

が記者会見を行ない「原発からのすみやか

な撤退、自然エネルギーの本格的導入を、

国民的討論と合意をよびかけます」との提

言を発表しました。ぜひ一読し、ご意見を

お寄せ下さい。また、日本政府が原発から

の撤退を決断し、原発をゼロにする期限を

決めたプログラムをつくることを求める署

名を集めています。ご協力下さい。「提言」

と署名用紙は、議員事務所にあります。

新しい市議団　メーデー会場にて
左から　宮川・伊藤・井上・小形・坂本議員

「提言」を発表。ご意見を。原発からの撤退を求める署名にご協力を

　

「
原
発
撤
退
、
泊
原
発
プ
ル
サ
ー
マ
ル
化
反
対
の
態

度
を
明
ら
か
に
し
、
関
係
機
関
に
訴
え
る
べ
き
」
と
求

め
た
と
こ
ろ
、
市
長
は
、
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
、
そ
の

安
全
性
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
も
不
安
の
声
が
多
数
寄

「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
凍
結
す
べ
き
」

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
推
進
す
る
」

―
市
長
答
弁

　

ま
た
、
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
、
低
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
会
へ
転
換
を
図
る
べ
き
」
と
の
求
め
に
、「
太
陽

光
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
を
推
進
す

る
」
と
答
弁
。

せ
ら
れ
て
お
り
、
凍
結
す

べ
き
。
関
係
機
関
に
申
し

入
れ
を
す
る
」と
答
弁
し
、

そ
の
後
、
北
電
へ
の
申
し

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
所
６
０
８
箇
所
の

内
、
備
蓄
物
資
を
備
え
て

い
る
の
は
１
３
２
箇
所
の

み
で
す
。
「
厳
寒
期
に
体

す
べ
て
の
避
難
所
に

備
蓄
物
資
の
配
置
を
求
め
る

育
館
に
避
難
し
た
際
に
、
毛
布
や
寝
袋
が
な
く
、
届
け

ら
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
る
と
、
高
齢
者
や
病
弱
者
、

障
が
い
者
の
場
合
、
生
死
に
か
か
わ
る
問
題
。
す
べ
て

の
避
難
所
に
備
蓄
物
資
を
配
置
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し

た
。
市
長
は
、
「
今
後
と
も
、
よ
り
適
正
な
備
蓄
物
資

の
配
置
に
努
め
て
い
く
」
と
答
弁
。

　

「
本
市
防
災
計
画
に
津
波
被
害
の
想
定
と
対
策
を
盛

り
込
む
べ
き
」
「
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
の

防
災
計
画
の
見
直
し
、

学
校
の
耐
震
化
求
め
る

耐
震
化
を
最
優
先
で
進
め

る
べ
き
」
な
ど
と
求
め
ま

し
た
。
市
長
は
、
津
波
に

よ
る
影
響
の
可
能
性
を
認

め
「
検
討
」
を
約
束
し
、
「
学
校
耐
震
化
は
可
能
な
限

り
前
倒
し
し
た
い
」
と
答
弁
。



宮川じゅん議員

（東　区）

伊藤りち子議員

（白石区）

小形かおり議員

（中央区）

坂本きょう子議員

（北　区）

暮らし、福祉守り、安心できる市政を

実
現
求
め
論
戦

日
本
共
産
党

札
幌
市
議
団

介
護
を
受
け
る
権
利

を
奪
う
な

保
険
料
滞
納
者
へ
の

処
分
や
め
よ

国
保
証
と
り
あ
げ
や
め
よ

「
手
遅
れ
死
」な
く
せ

国
保
料
引
き
下
げ
を

中
高
一
貫
校
計
画

受
験
競
争
の
低
年
齢

化
に
つ
な
が
ら
な
い

仕
組
み
を

市
電
の
ル
ー
プ
化

新
型
低
床
車
両
の
導
入
を

子
ど
も
が
小
学
校
を

卒
業
す
る
と
市
営
住

宅
か
ら
追
い
出
す
施

策
に
反
対

若
者
雇
用
の
促
進
を

受
診
し
や
す
い

特
定
健
診
を

賛成○　反対×

意　見　書　名

日
本
共
産
党

自
民
・

市
民
会
議

民
主
・

市
民
連
合

公
　
　
　
明

市
　
民

　
ネ

改
　
革

　
ク

み
ん
な
の
党

「税と社会保障の一体改革」での消費

税増税に反対
○ × × × × × ×

軽度者への給付削減を止め、介護保

険への公費負担の大幅拡大を求める
○ × × × ○ ○ ×

原発に頼らないエネルギー政策への

転換を求める
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　

「
要
支
援
者
」
の
介
護
を
保
険
か
ら
は
ず
す
改

悪
介
護
保
険
法
が
国
会
で
成
立
。
「
保
険
の
対
象

か
ら
は
ず
す
べ
き
で
な
い
」
と
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
介
護
保
険
料
を
１
年
滞
納
す
る
と
、
利
用
料

を
い
っ
た
ん
10
割
全
額
支
払
い
、
後
日
９
割
も
ど

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
年
滞
納
す
る
と
、

利
用
料
が
３
割
負
担
に
な
り
ま
す
。「
過
酷
な
処
分

は
や
め
る
べ
き
」
と
迫
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

　

国
保
証
と
り
あ
げ
が
１
万
１
３
７
８
世
帯
に
な

っ
て
い
ま
す
（
２
月
時
点
）
。
広
島
市
の
資
格
書

発
行
は
４
世
帯
の
み
、
さ
い
た
ま
市
で
は
ゼ
ロ
。

「
生
活
状
況
を
把
握
せ
ず
に
資
格
書
を
発
行
し
て

い
な
い
か
」
「
受
診
で
き
ず
『
手
遅
れ
死
』
に
な

っ
た
人
が
本
市
で
５
人
」
「
払
え
る
国
保
料
に
引

き
下
げ
る
べ
き
」
と
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。

　

札
幌
市
で
は
じ
め
て
、
公
立
の
中
高
一
貫
校
計

画
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
入
学
選
抜
に
あ
た
っ
て

は
、
受
験
競
争
の
低
年
齢
化
を
招
か
な
い
よ
う
に

す
べ
き
」
「
大
学
入
試
対
策
一
辺
倒
に
片
寄
っ
た

教
育
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
「
中
高
一
貫
校
だ

け
で
な
く
、
30
人
学
級
の
早
期
実
現
や
期
限
付
き

教
員
を
な
く
す
な
ど
、
豊
か
な
教
育
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
事
」
と
強
く
求
め
ま
し
た
。
学
校
教

育
部
長
は
「
学
力
検
査
は
行
わ
な
い
」
「
受
験
競

　

よ
う
や

く
踏
み
出

し
た
路
面

電
車
の
延

伸
問
題
。

「
ル
ー
プ

化
（
す
す

き
の
駅
と

　

「
子

育

て
世
帯
に

特
化
し
た

市
営
住
宅

の
整
備
」

を
東
雁
来

第
二
土
地

　

一
人
20
万
円
、
２
０
０
人
を
上
限
に
常
用
雇
用

し
た
中
小
企
業
に
直
接
助
成
の
提
案
が
出
さ
れ
ま

し
た
。「
対
象
分
野
を
『
観
光
、
食
、
環
境
、
健
康
・

福
祉
』
に
限
定
せ
ず
、
希
望
が
多
い
事
務
、販
売
、

ア
パ
レ
ル
業
種
に
も
拡
大
す
る
こ
と
」
「
厳
し
い

不
況
が
続
く
な
か
単
年
度
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な

く
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
」
な
ど
を
求
め
ま
し

た
。

　

現
在
の

特
定
健
診

の
内
容
に

血
液
検
査

と
心
電
図

を
追
加
す

る
と
し
て

い
ま
す
。

市民の立場を貫く
―意見書への各党の態度

み
な
さ
ん
の
願
い
届
け

共産党市議団

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
昨
年
末
の
待
機
者
が

６
、
１
０
６
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
４
年
間

で
、
約
１
、
０
０
０
名
の
建
設
計
画
と
な
っ
て
い

る
が
、「
目
標
の
引
き
上
げ
が
必
要
」と
の
求
め
に
、

「
こ
れ
ま
で
以
上
の
整
備
が
必
要
。
次
期
計
画
で
、

積
極
的
に
盛
り
込
む
」
と
答
弁
。

特
養
ホ
ー
ム
の
建
設

目
標
を
引
き
上
げ
よ

　

保
育
所
待
機
児
童
が
、
今
年
４
月
時
点
で
１
３

３
９
人
と
、
昨
年
よ
り
増
え
て
い
ま
す
。「
２
０

１
３
年
ま
で
に
５
０
０
０
名
の
保
育
所
整
備
を
行

い
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
べ
き
」「
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
反
対
を
表
明
す
べ
き
」
と

求
め
ま
し
た
。
答
弁
で
は
、「
待
機
児
童
が
生
じ
て

い
る
現
状
を
重
く
受
け
止
め
、
今
後
も
保
育
需
要

に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
保
育
所
整
備
を
積
極
的

に
進
め
、
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
す
」「
新
シ
ス

テ
ム
で
の
、保
育
の
質
の
確
保
に
つ
い
て
、指
定
都

市
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
要
請
し
た
」
と
答
弁
。

保
育
所
の
増
設
を

井上ひさ子議員

（手稲区）

滞
納
者
へ

の
対
応
に

つ
い
て
は

「
適
正
な

措
置
」
と

許
さ
れ
な

い
答
弁
で

し
た
。

争
の
低
年

齢
化
に
つ

な
が
る
こ

と
が
な
い

よ
う
に
す

る
」
と
答

弁
し
ま
し

た
。

南
１
条
西
４
丁
目
を
結
ぶ
）
に
あ
た
っ
て
車
両
導

入
の
際
、低
床
車
両
に
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

路
面
電
車
担
当
部
長
は
「
市
民
か
ら
の
声
も
多
数

あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
新
型
低
床
車

両
の
早
期
導
入
を
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

４
年
間
で
３
棟
１
２
０
戸
、
順
次
建
設
す
る
計
画

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
入
居
要
件
と
し
て
小
学
校
卒

業
ま
で
と
入
居
期
限
を
区
切
っ
て
い
ま
す
。全
室
、

団
地
ま
る
ご
と
子
育
て
世
帯
だ
け
の
入
居
募
集
と

い
う
ケ
ー
ス
は
、
全
国
に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
市

民
の
願
い
は
、
低
廉
な
住
宅
に
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
入
居
条
件
に
小
学
校
卒

業
ま
で
と
す
べ
き
で
あ
り
ま
せ
ん
」
と
反
対
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
要
望
が
強
い
胸
部
Ｘ
線
検
査
が
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。
特
定
健
診
と
肺
が
ん
検
診
を
同

時
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。
何
よ
り

も
、
現
行
に
５
０
０
円
の
負
担
増
で
１
７
０
０
円

は
大
き
く
、
だ
れ
も
が
受
診
で
き
る
よ
う
に
負
担

軽
減
を
図
る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

区
画
整
理
事
業
用
地
内
に
、
２
０
１
６
年
ま
で
の



�

第
２
回
定
例
会
を
前
に
し
た

市
政
懇
談
会
（
６
月
）

▼介護事業に携わるみなさんとの懇談会（７月）

�

業
者
の
み
な
さ
ん
と
の

懇
談
会
（
７
月
）

議会改革に全力

第２回定例市議会報告 日本共産党札幌市議団

日本共産党の市政事務所

日本共産党札幌市議団 〒060－0001 中央区北１条西２丁目 札幌市役所内 TEL 211－3221 FAX 218－5124

手稲区 井 上 ひ さ 子 〒006－0814 手稲区前田４条11丁目９－25 TEL 684－4533 FAX 684－4534

東　区 宮 川 じ ゅ ん 〒007－0806 東区東苗穂６条３丁目３－１ 成瀬ビル２階 TEL 783－5466 FAX 783－8381

北　区 坂本きょう子 〒001－0023 北区北23条西３丁目２－55 TEL 738－9550 FAX 738－9551

白石区 伊 藤 り ち 子 〒003－0029 白石区平和通３丁目北５－１ TEL 864－2580 FAX 864－2581

中央区 小 形 か お り 〒064－0805 中央区南５条西10丁目 TEL 520－2272 FAX 512－6914

　

あ
る
会
派
の
議
員
が
、
日
本
共
産

党
市
議
団
の
活
動
ぶ
り
に
つ
い
て
、

「
粘
り
強
く
や
っ
て
い
る
。
一
度
の

質
問
で
良
い
答
弁
が
出
な
く
て
も
諦

め
な
い
。
札
幌
の
保
育
所
不
足
は
深

刻
だ
が
、
よ
う
や
く
前
向
き
に
変
わ

っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、間
違
い
な
く
、

共
産
党
が
取
り
上
げ
続
け
て
き
た
成

果
だ
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

ご相談は日本共産党札幌市議団と市政事務所に

保育問題を

めぐって

　昨年９月からアンケート用紙を

届け2200人を大きく越える人から

返信がありました。ご協力ありが

とうございました。「国・道・市の

政治への意見」欄には、約６割近

い人が記入し、政治への怒りや、

生活苦と不安、子や孫を憂え、現

在の生活苦からの脱却とあわせ

て、将来への希望を求めていまし

た。日本共産党札幌市議団は、ア

ンケートに寄せられた意見を参考

にするとともに、要求実現のため

にさらに奮闘いたします。

みなさんと力を合わせ、願い実現へ

さらにがんばります

みなさんと力を合わせ、願い実現へ

さらにがんばります

アンケートへのご協力

ありがとうございました

ある会派議員の

つぶやき

　札幌市議会には、1人４年間の任期中に80万円を上限に「海外視察」に行ける制度があります。

お金は市民の税金です。共産党市議団は20年前から海外視察を自主的にやめ、廃止を一貫して

主張してきました。市議会として、今年度から４年間海外視察を「凍結」することになりました。

　議員報酬や政務調査費の額は、市民感覚とかけ離れたものではいけません。党市議団は削減

することを提案しています。

今期 海外視察凍結へ

日本共産党市議団の提案

議 員 報 酬　４割（500万円）削減　（年間の総額　３億4000万円）

政務調査費　１割（ 48万円）削減　（年間の総額　　　3264万円）

1999年から2010年まで３期分の海外視察の実績（参加人数と金額）

会派名 自　民 民　主 公　明 市民ネ
自民

維新の会
自民第二 新政ク 無所属

人　数 56人 47人 10人 １人 １人 １人 ２人 ２人

金　額 2845万円 2248万円 543万円 24万円 70万円 12万円 33万円 106万円

「自民維新の会」は、前期途中に「改革維新」と合流する前の会派で、合流し「改革維新の会」となり、現在は「市政改

革クラブ」になっている。自民第二は、自民の第二会派で、自民に合流。新政クは、民主へ合流。


